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                研究目的
 2型糖尿病患者において, 肥満が尿蛋白に与える影響とその要因について検討し, 糖尿病性腎
 症における肥満の 関与につ いて解明す る。
 1. 2型糖尿病患者における肥満群の尿蛋白陽性率は非肥満群と比較して高値であるかを検討す
 る。 (研究一1)
 2. 肥満2型糖尿病患者の肥満関連因子と尿蛋白陽性化との関連を検討する。 (研究一且)
 3. 腎生検を行った2型糖尿病患者において, 尿蛋白陽性化の原因を腎組織障害の面から検討す
 る。 (研究一皿)
                研究方法
 1 2型糖尿病患者 166 人を非肥満群, 肥満群の2群に分類し, 2群の尿蛋白陽性率, 臨床検査
 所見を比較した。 (研究一1)
 2 2型糖尿病患者59人を肥満の有無と尿蛋白の有無により, 4群に分類し, 各群の臨床検査
 所見を比較した。 (研究一n)
 3 尿蛋白精査目的にて腎生検を施行した 985 人とそのうち2型糖尿病患者 107 人を非肥満群と
 肥満群の2群に分類 し, 各群の腎組織所見, 臨床検査所見を比較した。 (研究一皿)
               研究結果
 2型糖尿病患者において, 肥満群の尿蛋白陽性率は非肥満群より高値であった。 (研究一1)
 尿蛋白陽性肥満糖尿病患者において, 尿中Cペプチ ドは高値であった。 (研究一且)
 肥満による特異的糸球体障害型の存在および関与は認められなかった。 肥満者における糖尿
 病性腎症の進行度にも差がなかった。 (研究一皿)
                結論
 2型糖尿病患者において肥満者は尿蛋白が出現 し易い。 肥満糖尿病患者の腎組織所見において
 は特異的糸球体障害型の存在および関与は認められなかった。 尿蛋白の出現には肥満に伴う高イ
 ンスリ ン血症が関与する可能性が考え られた。
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               研究の意義・独創的な点
 近年, 肥満が多く, 糖尿病, 高血圧, 高脂血症, 動脈硬化などを高率に合併し臨床的にも問題
 となっている。 尿蛋白も合併 し, 肥満の是正は腎症の増悪抑制に重要であると思われる。
 肥満と密接に関係がある糖尿病患者の尿蛋白の出現に対する肥満の影響やその要因について検




 近年2型糖尿病患者が増加し, また, それによる腎症の結果, 透析に至る患者が急増している。
 1型糖尿病と違い2型糖尿病は, 高血糖の他に, 高脂血症, 高血圧, 肥満な どを高率に伴うため,
 腎症の発症頻度が高いと考えられている。 また, 腎症の進展に関与する因子も充分に知られてい
 ない。 本研究は, 2型糖尿病患者において, 肥満が尿蛋白に与える影響とその要因について検討
 し, 糖尿病性腎症における肥満の関与について解明することを目的とした。 また, 腎生検を行っ
 た2型糖尿病患者において, 尿蛋白陽性化の原因を腎組織障害の面からも検討している。 その結
 果, U) 2型糖尿病患者において, 肥満群の尿蛋白陽性率は非肥満群より高値であったこと, (2)
 尿蛋白陽性肥満糖尿病患者において, 尿中Cペプチ ドは高値であったこと, (3) 肥満による特異
 的糸球体障害型の存在及び関与は認められず, また, 肥満者における糖尿病性腎症の進行度にも
 差がなかったことが判明 した。
 以上のことから, 1) 2型糖尿病患者において, 肥満者は尿蛋白が出現 しゃすい, 2) 肥満糖
 尿病患者の腎組織所見においては, 特異的糸球体障害型の存在及び関与は認められない, 3) 尿
 蛋白の出現には肥満に伴う高イ ンスリン血症が関与する司能性が考えられた。 これまで, 肥満糖
 尿病患者の尿蛋白陽性化の要因についての検討は未だされていない。 本研究は, 臨床検査所見だ
 けでな く, 腎生検を行った糖尿病患者の腎組織型からも検討を行った貴重なものである。 今後の
 追跡調査に期待される。 方法, 考察も適切であり, 学位に十分値すると思われる。
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